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中小事業所向け VOC 処理技術 

実証試験要領の見直し方向性 

 
○ 本分野の手数料徴収体制における実証試験のあり方を踏まえ、実証試験要領の見直しに関係すると考えられる部分を示す。 
○ 最終的には平成20年度に、実証運営機関によって見直される予定であり、現段階における中間整理として実施。 
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（国負担体制であるた

め、特に言及なし） 

P24

以降 

（特になし） 

※他分野（手数料徴収体制）の実証試験要領に倣った場合、以下のような事項を記載。 

 

Ⅶ．実証試験実施上の留意点 

1. データの品質管理 

2. データの管理、分析、表示 

3. 環境・衛生・安全 

4.手数料 

（１）手数料の設定と徴収 

5. 実証試験の変更又は中止について 

（１）環境技術開発者の希望による実証項目の追加について 

（２）環境技術開発者の希望による中止（辞退）について 

（３）実証機関の判断による実証項目の追加について 
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・ 想定される主な実証
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にその測定法（公定法
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P10 

・ 
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表 3 主な排ガス処理性能実証項目 

項目分類 主な実証項目 内容 

ＶＯＣ濃度 入口ダクトにおける流入ガス及び出口ダクトにおける処理ガスのＶＯＣ濃度（ppmC） 
通常項目 

処理率（移動収支） 流入ガスに含まれるVOC総量および処理ガスに含まれるVOC総量から算定される移動収支 

回収率（移動収支） 流入ガスに含まれる VOC 総量および回収された VOC 総量から算定される移動収支 
必要に応じて

追加・簡略化

を図る項目 回収溶剤の性状・成分
実証対象機器にて回収された VOC（液体状態にあるもの）の品質（新品溶剤からの変化状況

（純度等））。再利用の可否の判断の参考にすることを目的とする。 

（注）機器特性により、必ずしも上記内容の実証を実施できない場合はこれに限らない。 
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・ 
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表 4 主な環境負荷実証項目 

項目分類 主な実証項目 内容 主な関連費用 

臭気指数 出口ダクトにおける臭気指数 － 

ＣＯ濃度 出口ダクトにおけるＣＯ濃度 － 

ＮＯx 濃度 出口ダクトにおけるＮＯx 濃度 － 

排水発生状況 操業時または操業時以外（後処理等）で発生する排水中の溶剤濃度、ｐＨ、

塩化物イオン濃度、酸分（アルカリ消費量）、COD、BOD、排水量。 処理費用 

アルデヒド濃度 出口ダクトにおけるアルデヒド濃度 － 

通常項目 

残留オゾン濃度 出口ダクトにおけるオゾン濃度 － 

２次生成物 
発生状況 

操業時または操業時以外に発生するガス中、排水中の２次生成物（上記２

物質を除く）の発生状況。 処理費用 

廃棄物発生状況 操業時または操業時以外（後処理等）で発生する廃棄触媒等の廃棄物発生

状況。 処理費用 
必要に応じて

追加・簡略化を

図る項目 

騒音 機器（本体）運転中の騒音（dB）。 － 

（注）機器特性により、必ずしも上記内容の実証を実施できない場合はこれに限らない。 
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表 5 主な運転及び維持管理実証項目 

項目分類 主な実証項目 内容 主な関連費用 

消費電力量 １日あたりの消費電力量（kWh／日（１日あたりの平均操

業時間も記載））。 
操業時電気使用料、操業時

以外電気使用料（回収等） 

燃料消費量 （都市ガス、LPG 等の燃料を消費する場合）1 日あたりの

燃料消費量。 
操業時燃料使用費、操業時

以外燃料使用料（回収等） 

水消費量 （処理反応及び冷却等に水を消費する場合）１日あたりの

水消費量 
操業時水使用費、操業時以

外水使用費（回収等） 

通常項目 

その他反応剤等消費量 （その他活性炭や薬液等を使用する場合）１運転あたりの

反応剤消費量、または交換頻度 

操業時消耗品費や交換費

用、操業時以外消耗品費、

交換費用（回収等） 

実証対象機器の運転・維持

管理に必要な人員数と技能

最大人数と作業時間（人日） 
管理の専門性や困難さを記録する － 

実証対象機器の立ち上げに

要する期間／実証対象機器

の停止に要する期間 

立ち上げに要した時間（単位は適宜） 
停止に要する時間（単位は適宜） － 

停電・トラブル時の対応 停電等に対する対応、復帰操作の容易さ・課題等 
溶剤吸着熱による過熱発火リスク等への対応有無 － 

処理性能の持続性・薬液回

収の必要性 長期使用に伴う処理性能の劣化度合い、腐食等の可能性、

（薬液吸収式などの場合）薬液回収交換頻度 － 

（触媒使用技術の場合）被

毒対応の有無 （触媒分解方式などの場合）触媒の被毒物質、耐被毒性 － 

機器内における圧力損失防

止の工夫 
入口ダクトから出口ダクトに至るまでの部分で圧力損失を

防ぐための工夫の有無 － 

必要に応じて

追加・簡略化

を図る項目 

運転及び維持管理マニュア

ルの評価 読みやすさ・理解しやすさ・課題等 － 

. 
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表 2 主な監視項目 

項目分類 主な監視項目 

通常項目 ・入口ダクト、出口ダクトにおける流量 

必要に応じて追加・簡

略化を図る項目 

・実証試験実施場所における空気温度・相対湿度 
・入口ダクト、出口ダクトにおけるガス温度 
・使用 VOC の成分 

（注）実証試験実施場所や使用ＶＯＣの都合により、必ずしも上記内容の監視を実施できない場合はこれに限らない 
. 

 

（以上） 


